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２
０
１
３
年
度
が
始
ま
っ
た
。
本
誌
で
は
、
２
０
１
３

年
度
の
年
間
編
集
基
幹
テ
ー
マ
と
し
て
、「『
内
制
化
』
に

つ
い
て
考
え
る
」
こ
と
を
掲
げ
た
。
こ
こ
で
い
う
「
内
制
化
」

と
は
、
自
社
内
で
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
「
コ
ン
セ
プ
ト
や

ワ
ー
ド
」
の
設
定
を
は
じ
め
、「
購
買
へ
の
誘
導
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
立
て
、
企
画
制
作
を
行
い
、「
内
制
率
」
を
向
上

さ
せ
て
い
く
こ
と
を
指
し
て
い
る
。

　

な
ぜ
い
ま
、「
内
制
化
に
つ
い
て
考
え
る
」
か
と
い
え
ば
、

い
ま
な
お
、
厳
し
い
状
態
に
あ
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
・
ビ

ジ
ネ
ス
業
界
に
お
い
て
、
採
算
性
の
面
か
ら
も
、
ま
た
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
効
果
を
高
め
る
う
え
で
も
、
単
に
、

右
か
ら
左
へ
と
い
っ
た
流
れ
作
業
的
に
ツ
ー
ル
制
作
等
を

行
う
の
で
は
な
く
、
そ
こ
で
「
有
効
に
機
能
さ
せ
る
価
値
」

を
創
っ
て
い
く
こ
と
が
、
い
ま
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
で
は
、

と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
企
業
各
社
に
お
い
て
、「
仕
事
を
創

れ
る
人
を
つ
く
る
」
と
い
う
こ
と
が
命
題
と
な
る
の
で
は

な
い
か
…
…
と
い
う
の
が
「
内
制
化
に
つ
い
て
考
え
る
」

主
旨
で
あ
る
。

　

こ
の
方
向
性
か
ら
、「
内
制
化
」
つ
い
て
、
以
下
の
10

項
目
に
お
い
て
、
考
え
て
い
く
。

①
企
業
内
で
の「
内
制
化
」（
内
制
率
向
上
）に
対
す
る
評
価
。

②
そ
の
「
評
価
」
の
理
由
・
背
景
。

③
「
内
制
化
」
に
お
い
て
留
意
す
べ
き
こ
と
。

④
優
先
的
に
「
内
制
化
」
を
進
め
る
べ
き
業
務
。

⑤
「
内
制
化
」
に
お
い
て
考
慮
す
べ
き
問
題
、
課
題
、
対

処
策
。

　
「
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
、
責
任
の
明
確
化
」

　
「
当
社
の
「
存
在
価
値
」
を
確
保
し
続
け
る
た
め
に
肝
要

（
い
や
ゆ
る
「
中
抜
き
」
の
防
止
）」

　
「
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
制
作
業
務
で
重
要
な
の
は
ク
オ
リ

テ
ィ
と
ス
ピ
ー
ド
。
ス
ピ
ー
ド
向
上
の
た
め
に
も
「
内
制

化
」
は
不
可
欠
」

　
「
部
門
に
よ
っ
て
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
異
な
る
た
め
、
会
社
全

体
で
と
は
一
概
に
言
え
な
い
。
営
収
評
価
部
門
は
、
企
画

の
内
制
。
た
だ
し
、
実
制
作
は
外
注
」

　
「
あ
ま
り
、
課
題
と
し
て
は
認
識
さ
れ
て
い
な
い
」
と
し

た
理
由
・
背
景
は
―
―

　
「
当
社
で
は
、「
内
制
化
」
よ
り
も
「
外
制
化
」
が
テ
ー
マ
。

経
営
的
に
は
生
産
性
の
向
上
が
目
的
だ
が
、
現
場
視
点
で

は
柔
軟
に
顧
客
（
得
意
先
）
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
」

　
「
ま
っ
た
く
、
意
識
さ
れ
て
い
な
い
」
と
し
た
理
由
・
背

景
は
―
―

　
「
社
内
で
「
内
制
化
」
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
て
い
る
こ

と
や
、
議
論
に
上
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
い
」

　

こ
の
①
、
②
の
問
い
は
、「
内
制
化
」
を
進
め
て
い
く

に
あ
た
っ
て
、
現
実
の
動
き
に
照
ら
し
あ
わ
せ
た
「
評
価
」

「
問
題
点
」
な
ど
の
回
答
と
な
る
。
集
約
す
る
と
―
―

　

内
制
化
は
、
企
業
と
し
て
の
「
独
自
性
」「（
他
企
業
と
の
）

差
別
化
」「
存
在
価
値
」
を
表
す
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、

「
外
注
費
削
減
で
の
コ
ス
ト
軽
減
」
が
な
さ
れ
る
。
し
か

し
反
面
、「
内
制
化
は
得
意
先
ニ
ー
ズ
に
よ
る
」「
部
門
が

限
ら
れ
る
」
と
あ
り
、
そ
の
基
盤
と
し
て
の
「
人
材
強
化
」

が
求
め
ら
れ
る
と
あ
る
。

③
「
内
制
化
」
を
進
め
る
と
き
に
、
気
に
な
る
こ
と
、

留
意
す
べ
き
こ
と
は
―
―

　
「
常
に
最
新
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
導
入
し
続
け
る
必
要
が

⑥
「
内
制
化
」
が
進
ん
で
い
る
会
社
と
、
そ
う
で
な
い
会

社
（
外
注
比
率
の
高
い
会
社
）
の
違
い
。

⑦
作
業
の
「
効
率
化
」
と
「
高
品
質
化
」
の
問
題
。

⑧
得
意
先
側
の
「
内
制
化
」
の
最
近
動
向
、
受
注
側
へ
の

影
響
等
。

⑨
旧
来
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
、「
内
制
化
」
を
進
め
る
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
と
の
違
い
。

⑩
「
内
制
化
」
の
推
進
と
人
材
育
成
。

　

以
上
の
、「
内
制
化
」
に
関
わ
る
テ
ー
マ
を
、
本
号
を

皮
切
り
に
、
以
後
、
数
回
に
わ
た
っ
て
掲
載
し
て
い
く
予

定
だ
。
そ
れ
に
先
立
ち
、
今
年
度
の
Ｊ
Ｐ
Ｍ
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
賞
審
査
員
、お
よ
び
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ル
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
・

ア
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会
委
員
の
方
々
に
、
先
の
10
項
目
に

つ
い
て
聞
い
た
。
回
答
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
の
は
、
総

計
26
名
。
本
号
で
は
、
10
項
目
の
う
ち
前
提
と
な
る
前
半

３
項
目
に
つ
い
て
の
回
答
を
ご
紹
介
す
る
。

　

で
は
、
①
企
業
内
の
「
内
制
化
」
に
対
す
る
評
価
、
②

そ
の
「
評
価
」
の
理
由
・
背
景
に
つ
い
て
か
ら
。

①
「
内
制
化
」
の
企
業
内
評
価
は
、

圧
倒
的
に
「
課
題
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
」

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
□
全
社
の
最
重
要
課
題
の
一
つ
で

あ
る
、
□
最
重
要
課
題
と
は
言
え
な
い
が
、
課
題
と
し
て

認
識
さ
れ
て
い
る
、
□
あ
ま
り
、
課
題
と
し
て
は
認
識
さ

れ
て
い
な
い
、
□
ま
っ
た
く
、
意
識
さ
れ
て
い
な
い
、
の

４
択
で
聞
い
た
。

　

結
果
、「
全
社
の
最
重
要
課
題
の
一
つ
で
あ
る
」
と
し
た

の
は
６
人
、「
最
重
要
課
題
と
は
言
え
な
い
が
、
課
題
と

し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
」
が
17
人
、「
あ
ま
り
、
課
題
と

し
て
は
認
識
さ
れ
て
い
な
い
」
が
２
人
、「
ま
っ
た
く
、
意

識
さ
れ
て
い
な
い
」
が
１
人
で
あ
っ
た
。

②
「
内
制
化
」
に
対
す
る
「
評
価
」
の
理
由
・
背
景
は

　
「
全
社
の
最
重
要
課
題
の
一
つ
で
あ
る
」
と
し
た
、
そ
の

理
由
・
背
景
は
―
―

　
「
弊
社
の
独
自
性
を
担
保
す
る
た
め
と
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
（
守
秘
義
務
）
上
の
観
点
か
ら
」

　
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
ア
ウ
ト
抑
制
＝
利
益
の
グ
ル
ー
プ
内
留
保
」

　
「
採
算
性
、
独
自
性
、
対
応
力
の
３
点
に
お
い
て
評
価
。

［
採
算
性
］
＝
コ
ス
ト
競
争
力
を
持
つ
た
め
の
仕
組
み
の
一

つ
と
し
て
。［
独
自
性
（
差
別
化
）］
＝
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

ワ
ー
ク
で
の
発
想
力
・
ア
レ
ン
ジ
力
、
お
よ
び
協
力
会
社
・

ス
タ
ッ
フ
を
ま
と
め
る
調
和
力
が
差
別
化
と
な
る
」

　

回
答
に
お
い
て
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
「
最
重
要
課
題
と

は
言
え
な
い
が
、
課
題
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
」
と
し

た
理
由
・
背
景
は
―
―

　
「
現
状
、
印
刷
原
稿
作
成
・
デ
ザ
イ
ン
制
作
に
つ
い
て
の

「
内
制
化
」
は
あ
る
程
度
成
果
を
上
げ
て
い
る
」

　
「
外
注
費
削
減
」

　
「
理
由
は
、
個
別
業
務
の
利
益
率
向
上
、
コ
ス
ト
の
外
部

流
出
を
少
な
く
し
、
金
額
・
時
間
で
の
業
務
効
率
化
に
向

け
た
体
制
づ
く
り
」

あ
り
、
か
つ
、
そ
の
活
用
技
能
の
訓
練
を
し
続
け
る
必
要

に
追
わ
れ
続
け
て
い
る
」

　
「
固
定
費
が
拡
大
し
、
損
益
分
岐
点
が
高
く
な
る
。
ど
の

部
分
を
ど
の
レ
ベ
ル
ま
で
内
制
化
し
、
外
部
委
託
す
る
か
、

ど
の
よ
う
に
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
す
る
か
」

　
「
概
念
ワ
ー
ク
と
の
整
合
を
と
り
、
実
施
実
現
段
階
で
の

仕
組
み
を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
す
る
創
造
性
が
要
求
さ
れ
る
」

　
「
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
（
量
・
質
・
ス
ピ
ー
ド
）
が
減
少
し
、

深
夜
作
業
と
残
業
規
制
と
が
相
反
し
て
い
く
」

　
「
制
作
を
社
内
で
行
っ
て
も
、
製
作
一
括
で
請
け
負
え
る

案
件
が
減
っ
て
い
る
」

　
「
繁
忙
期
に
は
あ
る
程
度
の
外
注
化
は
や
む
を
え
な
い
」

　
「
内
制
化
の
体
制
に
見
合
う
仕
事
量
と
継
続
性
が
あ
る

か
。
人
材
確
保
に
見
合
う
能
力
と
報
酬
と
の
整
合
性
」　

　
「
作
業
量
（
受
注
量
、
受
注
額
、
差
益
額
）
の
把
握
や
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
年
間
か
短
期
ス
ポ
ッ
ト
か
）
な
ど
、
受
注

予
測
を
い
か
に
把
握
し
て
い
く
か
、
管
理
能
力
が
必
要
」

　
「
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
や
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
育
成
に
は
時
間
や

コ
ス
ト
が
か
か
る
。
過
労
働
な
ど
も
課
題
と
な
る
」

　
「
Ｉ
Ｔ
系
の
デ
ザ
イ
ン
は
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
歩
と
の
関

係
が
強
い
の
で
、
技
術
に
よ
っ
て
は
内
制
で
き
な
い
ケ
ー

ス
も
多
い
」

　
「
何
を
内
制
化
し
、
何
を
外
制
化
す
る
か
は
、
各
社
ご
と

の
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
上
の
問
題
で
あ
り
、
一
律
に
「
内
制
化
」

（
内
制
化
率
向
上
）
＝
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
構

築
と
い
う
議
論
は
成
り
立
た
な
い
の
で
は
な
い
か
。
特
に
、

内
制
化
率
向
上
と
い
う
の
は
少
し
違
和
感
を
覚
え
る
。
率

よ
り
も
質
や
効
果
の
議
論
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
」

　
「「
創
る
レ
ベ
ル
」
を
行
え
る
人
材
が
少
な
い
。
結
果
と

し
て
生
産
性
低
下
が
危
惧
さ
れ
る
」

　
「
戦
略
、
基
本
方
針
に
関
し
て
は
、
内
制
化
は
必
要
。
作

業
に
関
し 

て
は
効
率
性
を
求
め
る
べ
き
と
考
え
る
」

　
「
内
制
＝
収
益
構
造
に
し
な
い
と
意
味
が
な
い
。
得
意
先

に
売
る
力
（
営
業
力
）
と
、
売
り
に
値
す
る
価
値
づ
く
り

の
た
め
に
、
人
材
の
育
成
・
調
達
が
必
要
と
な
る
」

　
「
内
制
化
す
べ
き
案
件
と
そ
う
で
な
い
案
件
の
見
極
め
が

重
要
」

　

気
に
な
る
こ
と
、
留
意
す
べ
き
こ
と
は
、「
外
注
化
に

よ
る
コ
ス
ト
削
減
と
内
制
化
に
よ
る
固
定
費
の
拡
大
、
そ

の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
」
と
い
う
の
が
最
も
多
く
、
そ
れ
に

伴
っ
て
「
何
を
内
制
化
す
べ
き
か
の
見
極
め
」
が
重
要
で
、

さ
ら
に
「
人
材
の
育
成
・
調
達
が
必
要
」
と
し
、
そ
の
た

め
の
体
制
づ
く
り
が
必
須
と
し
て
い
る
。

　

以
上
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
答
え
い
た
だ
い
た
の
は
、
今

年
度
の
Ｊ
Ｐ
Ｍ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
賞
審
査
員
の
方
々
か
ら
、

池
田
政
孝
氏
（
美
工
）
／
上
田
裕
幸
氏
（
オ
リ
オ
ン
Ｓ
Ｐ
）

／
大
木 

信
氏
（
ヒ
ロ
モ
リ
）
／
落
合 

功
氏
（
凸
版
印
刷
）

／
小
野
敏
博
氏
（
Ｍ
Ｃ
Ｅ
Ｉ
東
京
支
部
）
／
金
山
嘉
彦
氏

（
Ｄ
Ｎ
Ｐ
メ
デ
ィ
ア
ク
リ
エ
イ
ト
）
／
菊
地
敬
之
氏
（
日
本

写
真
印
刷
）
／
北
川 

盟
氏
（
電
通
ヤ
ン
グ
・
ア
ン
ド
・
ル

ビ
カ
ム
）
／
國
田
圭
作
氏
（
博
報
堂
）
／
栗
田
和
則
氏
（
コ

モ
ン
ズ
）
／
小
林
伸
行
氏
（
Ｉ
＆
Ｓ 

Ｂ
Ｂ
Ｄ
Ｏ
）
／
佐
々

木
弘
人
氏
（
博
報
堂
）
／
自
見
英
寿
氏
（
電
通
）
／
鈴
木

隆
士
氏（
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画
）／
髙
橋
太
郎
氏（
大

広
）
／
滝
澤
敏
彦
氏
（
デ
ジ
タ
ル
ガ
レ
ー
ジ
）
／
竹
田
真

也
氏
（
シ
ス
テ
ム
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
）
／
武
野
一

俊
氏
（
図
書
印
刷
）
／
田
中 

茂
（
モ
メ
ン
タ
ム　
ジ
ャ
パ

ン
）
／
富
田
義
弘
氏
（
千
修
）
／
直
江 

元
氏
（
共
同
印
刷
）

／
丹
羽
由
紀
夫
氏
（
ア
サ
ツ
ー
デ
ィ
・
ケ
イ
）
／
丸
島
早

紀
子
氏
（
ス
ピ
ン
）
／
保
田
耕
一
氏
（
読
売
広
告
社
）
／

吉
田
賢
治
氏
（
博
報
堂
プ
ロ
ダ
ク
ツ
）
／
若
江
正
敏
氏
（
大

日
本
印
刷
）
で
す
。（
50
音
順
）

　

ご
回
答
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
次
回
は
、
今
回
の
「
前
提
」「
課
題
抽
出
」
回

答
を
踏
ま
え
、
問
い
④
以
降
の
「
優
先
的
に
内
制
化
を
進

め
る
べ
き
業
務
」「
内
制
化
に
お
い
て
考
慮
す
べ
き
問
題
、

課
題
、
対
処
策
」
等
に
つ
い
て
掲
載
し
て
い
く
予
定
。
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Theme

〈
年
間
テ
ー
マ
〉　

「
仕
事
を
創
れ
る
人
」
を
つ
く
る
＝
内
制
化

内
制
化
に
つ
い
て
考
え
る 

① 

〜 

ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
か
ら

「
内
制
化
」を
進
め
て
い
く
現
状
と
留
意
点



樋口善之
赤津誠太
横田千亜紀
澤岡史織
伊藤亮佑

近藤靖之
山本明継
藤川万里
清水神子
中島義博　

アール工房	 	
電通テック
東具
凸版印刷	
博報堂プロダクツ

アール工房
広研
DNPエス・ピー・テック
電通テック
博報堂プロダクツ

大野真俊
酒井絵梨子
岡田恭平
LANC RADEK
菊地絵美

大井英生
小高 愛
北村侑大
山﨑淳也
穂積奈々　

千修
電通テック
凸版印刷
PASSOT
ヒロモリ

アール工房
寿精版印刷
電通テック
凸版印刷
リンクス

チーム
A うまさの真っ正麺

関口光一
神川和也
岩﨑ちさと
吉野美和
岩崎慎吾
西田勇祐

小山尚英
清水健祐
河村龍磨
杉山良子
中村亜季子
関口昌樹

DNPメディアクリエイト
電通テック
トーエイ
ノムラデュオ
日立インターメディックス
ヒロモリ

スピン
DNPメディアクリエイト
電通テック
電通テック
トーエイ
ノムラデュオ

1

2

3

4

5

6

7

8 3.29

3.25

2.38

3.58

2.88

2.71

3.33
2.96

3.03

2.69

2.83

2.25

3.63

2.97

2.43

3.07

チーム
B 麺一本に込めた想い。

1

2

3

4

5

6

7

8 3.17

3.09

2.25

3.00

2.30

3.13

3.13
2.78

3.03

2.69

2.83

1.91

2.71

2.972.43

3.07

チーム
C ぐぅ〜。「あっ、正麺の時間だ」

2.40

2.44

2.20

2.922.48

2.52

2.56
2.80

3.03
2.69

2.83

2.25

2.71

2.97

2.43

3.07

チーム
D 正麺も変わらず、

うまいままついていきたい。
2.72

1.96

1.96

2.96

2.24
2.92

2.36

2.16
3.03

2.69

2.83

2.25

2.71

2.97

2.43

3.07

チーム
E 受験生の「おまもり」正麺

2.08

2.83

3.00

3.25

2.33

2.42

3.17 2.67

3.03
2.69

2.83

2.25

2.71

2.972.43

3.07

チーム
F さよなら、袋麺。

これからは、正麺。

2.38

2.79

1.83
2.58

2.13

2.50

2.67

2.50

3.03

2.69

2.83

2.25

2.71

2.97

2.43

3.07

〈レーダーチャートの見方〉

〈期待効果値測定〉
各個人が自分のチーム以外の企画
提案を評価基準点で評価します。
評価点を合計し、平準化して指数
を算出します。

＊レーダーチャートは過去10 回の指数
の平均値と今期の各チームの指数を
比較しています。

色線：今回の評価 グレー線：１～10期の平均値

1．売り場全体への注目喚起力
2．商品の特徴訴求力
3．売り場内で、銘柄自体を際立たせる力
4．「今が、お買い時」と購買決断させる力
5．ブランドへの好意形成力
6．価格妥当性への納得形成力
7．機能性・品質性への信頼形成力
8．エンタテイメント提供力

■各チームのプレゼンテーション内容■

第
12
期
Ｐ
Ｃ
Ｄ
養
成
講
座
の
課
題
商
品
は
、

２
０
１
２
年
の
ヒ
ッ
ト
商
品
と
も
な
っ
た
「
生

麺
タ
イ
プ
即
席
袋
麺
」
市
場
商
品
。
受
講
生

32
名
が
６
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
を
実
践
し
、
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

　

第
12
期
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
（
Ｐ
Ｃ
Ｄ
）
養
成
講

座
は
、
２
月
12
日
、
19
日
、
26
日
、
３
月
５

日
の
、
毎
週
火
曜
日
、
４
日
間
、
日
本
印
刷

会
館
会
議
室
で
開
催
さ
れ
、
17
社
か
ら
32
名

の
受
講
生
が
参
加
し
た
。

　

初
日
は
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
・
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
の
基
礎
を
受
講
し
、
２
日
目
よ
り
６

チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
グ
ル
ー
プ
演
習
に
取
り

組
ん
だ
。

　

初
対
面
の
他
社
受
講
生
と
短
時
間
で
打
ち

解
け
て
、
課
題
商
品
の
実
技
演
習
に
入
っ
た
。

　

表
現
テ
ー
マ
の
設
定
と
キ
ー
ワ
ー
ド
の
開

発
、
キ
ー
ビ
ジ
ュ
ア
ル
案
の
開
発
、
店
内
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
施
策
の
開
発
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
提
案
書
作
成
を
こ
な

し
て
中
間
発
表
に
こ
ぎ
着
け
た
が
、
中
間
発

表
で
は
講
師
か
ら
の
厳
し
い
企
画
書
の
修
正

や
最
初
か
ら
や
り
直
し
の
指
摘
も
あ
っ
た
。

最
終
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
全
チ
ー

ム
と
も
直
前
ま
で
熱
心
に
企
画
内
容
を
つ
め

た
成
果
を
見
せ
て
、
力
強
く
説
得
力
あ
る
提

案
が
行
わ
れ
た
。

　

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
デ

ィ
レ
ク
タ
ー
養
成
講
座
は
、
副
題
を
「
内
制

率
を
高
め
、
協
力
会
社
業
務
も
効
率
化
す
る
」

と
し
て
い
る
。

　

講
座
内
容
は
、
ま
ず
①
コ
ン
セ
プ
ト
開
発

に
必
要
な
基
礎
知
識
を
習
得
し
、
②
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
を
使
っ
て
の
コ
ン
セ
プ
ト
開
発
演
習
、

そ
し
て
③
「
キ
ー
ワ
ー
ド
」
と
「
キ
ー
ビ
ジ

ュ
ア
ル
」
へ
の
展
開
を
考
え
、
受
講
生
間
で

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
講
師
の
講

評
を
受
け
る
。

　

グ
ル
ー
プ
演
習
で
は
、
④
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
手
法
へ
の
展
開
、
⑤
Ｓ
Ｐ
メ
デ
ィ
ア
・
ツ

ー
ル
へ
の
展
開
、
⑥
店
内
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
へ

の
展
開
、
⑦
ネ
ッ
ト
系
、
サ
イ
ネ
ー
ジ
へ
の

展
開
、
を
ま
と
め
、
中
間
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
。
中
間
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
に
対
し
て
は
講
師
よ
り
講
評
と
修
正

指
示
が
あ
る
。

　

そ
し
て
最
終
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
・
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
臨
む
。

　

今
期
の
最
終
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
審

査
し
講
評
を
行
っ
た
講
師
は
、
鎌
田
一
成
氏
、

木
全
時
彦
氏
、
黒
須
治
氏
、
吉
村
寛
子
氏
。

最
後
に
坂
井
田
稲
之
氏
よ
り
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
評
価
シ
ー
ト
を
使
用

し
た
各
チ
ー
ム
間
の
評
価
結
果
の
報
告
と
講

評
で
締
め
括
ら
れ
た
。
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「
内
制
率
を
高
め
、協
力
会
社
業
務
も
効
率
化
す
る
」講
座

課
題
は
「
生
麺
タ
イ
プ
即
席
袋
麺
」
市
場
商
品

Course

12
第

 

期
Ｐ
Ｃ
Ｄ
養
成
講
座 

報
告

ほかのグループのプレゼンを聴く受講生 講師による講評



　

講
師
は
、
博
報
堂
プ
ロ
ダ
ク
ツ 
代
表
取
締
役
社
長
の
安

藤
輝
彦
氏
。
は
じ
め
に
20
分
ほ
ど
「
レ
ク
チ
ャ
ー
」
を
行

い
、
そ
の
具
体
例
を
５
つ
、
同
社
担
当
者
が
説
明
、
最
後

に
、
今
回
の
講
義
の
「
大
事
な
こ
と
」
が
話
さ
れ
た
。

基
本
に
あ
る
の
は
、「
三
方
（
＋
1
）
よ
し
」

　
「
物
語
」
を
提
案
す
る
際
、
そ
の
基
本
に
あ
る
の
は
、「
三

方
（
＋
１
）
よ
し
」
と
い
う
こ
と
。
作
り
手
、
売
り
手
、

買
い
手
み
ん
な
が
「
よ
し
！
」
と
思
う
ス
ト
ー
リ
ー
を
作

っ
て
提
案
す
る
、
と
い
う
こ
と
。
プ
ラ
ス
１
は
、
伝
え
手

で
す
。
伝
え
手
に
つ
い
て
は
、
次
回
、
お
話
し
し
ま
す
。

　

商
品
の
役
割
と
し
て
、
生
活
を
ど
う
良
く
し
て
く
れ
る

か
、
楽
し
く
し
て
く
れ
る
か
が
大
事
で
す
。
だ
か
ら
、
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
商
品
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
驚
き
、

癒
し
な
ど
、
人
間
の
感
情
、
喜
び
を
ど
の
よ
う
に
抽
出
し
、

伝
え
る
か
と
い
う
の
が
大
事
で
、
そ
れ
が
う
ま
く
い
け
ば

人
が
動
く
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

価
値
を
見
つ
け
る

　
「
物
語
」
に
落
と
し
込
む
と
は
、
そ
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
「
商

品
の
価
値
」
か
ら
見
出
す
こ
と
で
す
。
価
値
は
、
ひ
と
つ

の
方
向
か
ら
で
は
見
出
せ
な
く
て
も
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か

ら
見
て
い
け
ば
見
つ
か
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
生
活
者
と
い

　

講
師
は
、
前
回
に
引
き
続
き
、
安
藤
輝
彦
氏
。
進
行
も

前
回
同
様
で
行
わ
れ
た
。

視
点
１　
「
顧
客
接
点
」
は
縦
横
無
尽
に

　

今
回
は
、「
物
語
を
提
案
す
る
」
と
い
う
こ
と
を
、
ど

う
「
実
施
」
に
落
と
し
込
ん
で
い
く
か
と
い
う
お
話
で
す
。

そ
こ
で
、
視
点
の
１
、「
顧
客
接
点
」
に
つ
い
て
。

　

シ
ナ
リ
オ
に
沿
っ
て
、
接
点
を
ど
の
よ
う
に
組
み
立
て

て
い
く
か
。
捨
て
る
べ
き
接
点
は
捨
て
、
強
調
す
べ
き
と

こ
ろ
は
強
調
し
、
有
機
的
な
関
係
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が

大
事
で
す
。
例
え
ば
、
ま
ず
Ｃ
Ｍ
を
作
ら
な
く
て
は
い
け

な
い
と
い
う
ル
ー
ル
め
い
た
も
の
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
、

有
効
で
あ
れ
ば
店
頭
か
ら
、
ウ
ェ
ブ
か
ら
発
信
す
る
。
店

頭
だ
け
で
完
結
さ
せ
て
も
い
い
。
あ
る
い
は
、
店
頭
か
ら

作
り
上
げ
て
Ｃ
Ｍ
ま
で
作
っ
て
し
ま
う
。
そ
う
い
う
縦
横

感
覚
が
大
事
で
す
。
い
か
に
勧
め
て
も
ら
う
か
と
い
う
こ

と
も
大
い
に
加
味
し
て
、
プ
レ
ゼ
ン
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ご
紹
介
に
当
た
り

　

こ
の
あ
と
、
5
つ
の
事
例
を
見
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、

事
例
の
中
に
「
顧
客
化
力
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
き
ま
す
。

　

元
々
、
博
報
堂
プ
ロ
ダ
ク
ツ
は
「
こ
し
ら
え
る
力
」「
こ

し
ら
え
る
ス
キ
ル
」
を
企
業
の
基
盤
と
し
て
や
っ
て
き
た

会
社
で
す
。
そ
れ
に
売
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
、
売
り
場
に
お
け

る
生
活
者
心
理
、
流
通
の
事
情
な
ど
を
加
味
し
、
掛
け
合

わ
せ
て
、
生
活
者
の
具
体
的
な
行
動
を
誘
発
す
る
力
と
し

て
「
顧
客
化
力
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。「
こ
し
ら
え
る
力
」

は
顧
客
化
力
の
た
め
に
あ
る
、
と
い
う
関
係
で
す
。
簡
単

に
言
う
と
お
客
様
を
作
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
お
客
様

う
鏡
、
社
会
と
い
う
鏡
を
置
い
て
商
品
を
見
る
と
、
そ
こ

に
価
値
が
投
影
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
見
つ
け
る
の
が

非
常
に
大
事
で
、
見
つ
か
っ
た
も
の
を
生
活
者
や
社
会
に

対
し
て
投
げ
か
け
て
い
く
。
そ
う
い
う
シ
ナ
リ
オ
を
作
る

こ
と
が
出
来
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

プ
レ
ゼ
ン
時
に
得
意
先
が
参
画
し
て
く
る
と
い
う
感
覚

　

そ
う
い
う
「
物
語
」
を
プ
レ
ゼ
ン
で
で
き
れ
ば
最
高
で
、

得
意
先
も
、
そ
の
場
で
そ
の
物
語
に
入
っ
て
き
ま
す
。
良

い
プ
レ
ゼ
ン
を
し
た
時
は
、
そ
の
場
で
得
意
先
が
参
画
し

て
き
た
と
い
う
感
覚
が
体
の
中
に
み
な
ぎ
っ
て
き
ま
す
。

良
い
プ
レ
ゼ
ン
に
は
、
良
い
物
語
が
宿
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
を
目
指
し
て
い
け
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

「
圏
」
に
企
業
も
入
っ
て
も
ら
え
る
「
物
語
」
を

　

さ
ら
に
大
事
な
の
は
、
受
け
取
る
側
の
心
情
で
す
。
今

は
、
購
買
が
社
会
に
も
役
立
つ
と
い
う
感
触
を
得
た
ら
買

う
こ
と
が
あ
る
の
で
、「
物
語
」
が
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
だ
け
で

な
く
、
社
会
に
対
し
て
も
波
及
す
る
ア
ン
グ
ル
を
持
っ
た

も
の
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

博
報
堂
生
活
総
合
研
究
所
の
「
生
活
動
力
」
レ
ポ
ー
ト

に
「
圏
づ
く
り
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
き
ま
す
。「
圏
」

と
は
、「
自
ら
創
っ
た
り
関
わ
っ
た
り
、
自
発
的
に
そ
こ
に

い
る
人
と
何
ら
か
の
体
験
を
と
も
に
す
る
、
テ
ー
マ
や
目

無
尽
さ
が
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

視
点
２　
「
接
点
」
を
細
部
に
わ
た
っ
て
使
い
込
む

　

視
点
の
2
で
す
。
接
点
は
細
部
に
わ
た
っ
て
最
高
の
状

態
で
使
い
込
ま
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
ア
イ
デ
ア
を
接

点
ご
と
に
チ
ュ
ー
ン
ア
ッ
プ
し
、
最
高
の
状
態
で
お
客
様

が
、
売
り
手
が
、
作
り
手
が
喜
ぶ
と
い
う
状
態
を
作
り
上

げ
る
こ
と
が
大
事
で
す
。「
神
は
細
部
に
宿
る
」
と
い
う

言
葉
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
心
意
気
で
最
後
の
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
を
作
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
と
さ
ら
に
接
点
の
新
し
さ
を
競
う
必
要
は
な
く
、
店

頭
に
お
い
て
新
し
い
や
り
口
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
新
し
い

店
頭
、
新
し
い
接
点
と
な
る
わ
け
で
す
。
そ
こ
で
何
を
や

る
か
と
い
う
こ
と
が
問
わ
れ
る
わ
け
で
す
。
こ
れ
こ
そ
が

我
々
の
仕
事
で
す
。
そ
の
上
で
い
ろ
い
ろ
な
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
を
作
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

的
を
持
っ
た
集
ま
り
や
人
と
の
つ
な
が
り
」
と
い
う
も
の

で
す
。「
絆
」
と
も
言
い
ま
す
が
、
価
値
観
を
同
じ
く
す
る

人
が
、
点
で
は
な
く
て
圏
で
集
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
圏
の

中
に
、
企
業
や
商
品
を
ど
う
入
れ
る
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
「
物
語
」
で
動
く
か
ど
う
か
、
検
証
を

　

そ
こ
で
、
具
体
的
に
ど
う
い
う
視
点
で
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
、

プ
レ
ゼ
ン
を
し
た
ら
い
い
か
。

　

一
つ
は
、
自
分
自
身
が
そ
の
物
語
で
動
く
か
ど
う
か
を

検
証
し
て
み
る
こ
と
。
自
分
が
生
活
者
と
し
て
、
売
り
手

と
し
て
、
得
意
先
と
し
て
動
く
か
ど
う
か
。
そ
れ
を
感
じ

る
た
め
に
必
死
の
探
索
作
業
を
す
る
。
自
分
自
身
が
そ
う

感
じ
な
い
も
の
は
得
意
先
を
動
か
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

新
し
い
生
活
や
価
値
を
提
示
す
る
こ
と
な
の
で
、
も
の
す

ご
く
説
得
力
が
い
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
自
分
自
身
が
絶
対

信
じ
ら
れ
る
も
の
を
作
る
と
い
う
こ
と
が
大
事
で
す
。

「
本
質
」
を
見
つ
け
る
こ
と

　

二
つ
目
の
視
点
で
す
。「
本
質
」
と
い
う
こ
と
が
今
、

大
事
で
す
。
購
買
で
い
え
ば
、
今
日
買
う
お
客
様
、
継
続

的
に
買
っ
て
い
た
だ
け
る
お
客
様
を
ど
う
作
っ
て
い
く
か
、

そ
の
た
め
に
は
本
質
的
な
人
生
の
価
値
、
社
会
の
価
値
、

生
き
る
価
値
な
ど
が
な
い
と
、
動
い
て
も
ら
え
ま
せ
ん
。

「
売
り
手
」
の
気
持
ち
を
、
ど
う
反
映
さ
せ
る
か

　

三
つ
目
で
す
。「
売
り
手
」
の
方
、
流
通
の
人
が
、
本

当
に
売
り
た
く
な
る
気
持
ち
に
な
る
か
ど
う
か
を
よ
く
考

え
な
い
と
い
け
な
い
。
売
り
手
の
方
が
、
こ
の
商
品
だ
っ

た
ら
勧
め
て
も
何
ら
恥
ず
か
し
く
な
い
、
買
っ
て
い
た
だ

い
た
人
が
も
う
一
回
自
分
の
店
に
来
て
く
れ
る
、
と
い
う

視
点
３　

デ
ジ
タ
ル
活
用
を
目
的
化
し
て
は
な
ら
な
い

　

3
番
目
の
視
点
で
す
。
デ
ジ
タ
ル
の
問
題
で
す
。
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
効
果
を
最
高
に
す
る
た
め
に
デ
ジ
タ
ル
を
使

い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
活
用
を
目
的
化
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

失
敗
し
ま
す
。
違
う
言
い
方
を
す
る
と
、
デ
ジ
タ
ル
ま
で

取
り
込
ん
で
最
高
の
状
態
を
作
る
た
め
の
構
想
力
と
い
う

こ
と
が
問
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
で
は
、
5
つ

の
事
例
を
、
担
当
者
が
説
明
し
て
い
き
ま
す
。（
掲
載
略
）

総
括
～
だ
か
ら
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
面
白
い

　

今
、「
買
い
手
と
作
り
手
と
売
り
手
と
伝
え
手
」の
境
界

線
が
崩
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
登
場
し
た
こ
と
で
、
買
い
手
が
、
伝
え
手
に

変
化
し
て
い
ま
す
。
ユ
ー
ザ
ー
が
情
報
の
発
信
者
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
購
入
時
に
参
考
に
す
る
メ
デ
ィ
ア
（
サ

イ
ト
）
も
あ
り
、
購
買
決
定
に
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

売
り
手
が
作
り
手
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
・
ブ
ラ
ン
ド
が
強
化
さ
れ
、
単
に
安
い
商
品
を
作
る
と

い
う
よ
り
、
理
由
の
あ
る
商
品
を
作
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

作
り
手
が
伝
え
手
に
も
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
作
り
手

が
会
員
向
け
に
設
け
て
い
る
オ
ウ
ン
ド
メ
デ
ィ
ア
が
評
判

で
す
。
こ
こ
に
も
十
分
に
着
目
し
、
我
々
の
行
動
に
落
と

し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

小
売
業
は
ま
た
変
化
し
て
い
ま
す
。
パ
ー
ト
社
員
を
組

織
化
し
、
店
周
辺
の
地
域
情
報
を
集
め
分
析
し
、
品
揃
え

に
反
映
さ
せ
、
イ
ベ
ン
ト
に
活
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
パ

ー
ト
社
員
が
自
分
の
店
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
肌
で
感

じ
た
生
活
者
感
覚
の
意
見
を
経
営
に
投
げ
か
け
、
そ
れ
を

経
営
が
実
践
す
る
と
い
う
こ
と
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
作
り
手
だ
け
が
独
り
よ
が
り
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
し
て
い
て
は
、
全
然
動
か
な
い
わ
け
で
す
。

　

た
だ
し
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
い
く
ら
で
も
あ
り
ま
す
。
切

り
口
を
考
え
て
い
け
ば
、
そ
こ
に
新
し
い
市
場
が
出
来
ま

す
。
や
る
こ
と
は
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
は
面
白
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

を
作
り
、
長
く
お
客
様
で
い
て
も
ら
う
と
い
う
、
そ
の
た

め
に
何
を
や
っ
た
ら
い
い
か
、
ど
う
い
う
能
力
を
付
け
た

ら
い
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
で
は
、
5
つ
の
事
例
を
順

に
、
担
当
者
が
説
明
し
て
い
き
ま
す
。（
掲
載
略
）

総
括
～
「
三
方
よ
し
」
を
い
か
に
実
践
し
て
い
く
か

　

今
日
の
総
括
で
す
。
大
事
な
こ
と
は
、
三
方
を
ど
の
よ

う
に
繋
い
で
い
く
か
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
を
や
ら
な
い
と

も
う
商
品
は
動
か
な
い
、
企
業
も
利
益
を
上
げ
ら
れ
な
い

と
い
う
時
代
で
す
。「
三
方
よ
し
」
と
い
う
の
は
近
江
商

人
の
言
葉
で
す
が
、
三
方
が
賛
同
し
て
そ
の
動
き
を
評
価

し
、
ま
た
伝
え
た
く
な
る
、
そ
の
輪
の
中
に
入
っ
て
く
る

と
い
う
こ
と
が
大
事
で
す
。
そ
の
こ
と
を
意
識
し
な
が
ら
、

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
や
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

〈
第
５
回
〉
ツ
ー
ル
、
メ
デ
ィ
ア
に
、「
物
語
」
を
落
と
し
込
む

博
報
堂
プ
ロ
ダ
ク
ツ　

安
藤
輝
彦
氏
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Course

「
営
業
力
と
プ
レ
ゼ
ン
力
」講
座
よ
り

作
り
手
、売
り
手
、買
い
手
を
動
か
す「
物
語
」を
提
案
し
、

ツ
ー
ル
＆
メ
デ
ィ
ア
に
落
と
し
込
む

〈
第
４
回
〉
作
り
手
、
売
り
手
、
買
い
手
を
動
か
す
「
物
語
」
を
提
案
す
る

博
報
堂
プ
ロ
ダ
ク
ツ　

安
藤
輝
彦
氏

博報堂プロダクツ
安藤輝彦氏

第
　
回 

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
会

11
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３
月
13
日
（
水
）、
第
１
２
０
回
定

例
理
事
会
を
開
催
し
た
。
通
例
、
理
事

会
は
、
12
月
の
理
事
会
以
外
は
日
本
印

刷
会
館
で
行
っ
て
い
る
が
、
今
回
は
凸

版
印
刷
（
東
京
都
文
京
区
水
道
／
ト
ッ

パ
ン
小
石
川
ビ
ル
）
で
行
わ
れ
た
。

　

定
例
理
事
会
は
17
時
か
ら
開
始
、
そ

の
前
の
15
時
に
集
合
。２
班
に
分
か
れ
、

印
刷
博
物
館
見
学
と
Ｖ
Ｒ
シ
ア
タ
ー
を

鑑
賞
。

　

印
刷
博
物
館
で
は
、
印
刷
の
世
界
へ

の
導
入
部
ス
ペ
ー
ス
「
プ
ロ
ロ
ー
グ
」

か
ら
見
学
。
そ
れ
を
経
て
、
印
刷
を
歴

史
的
な
流
れ
に
沿
っ
て
テ
ー
マ
別
に
展

示
し
て
い
る「
総
合
展
示
ゾ
ー
ン
」へ
。

　

も
う
ひ
と
つ
、Ｖ
Ｒ
シ
ア
タ
ー
で
は
、

ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
駆
使
し

た
映
像
が
上
映
さ
れ
、
非
日
常
的
な
感

覚
で
の
体
験
と
な
っ
た
。

　

こ
の
あ
と
、
印
刷
博
物
館
Ｐ
＆
Ｐ

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
中
の
「
イ
ン
ク

ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
の
世
界
」を
見
て
、

理
事
会
の
会
場
と
し
た
２
Ｆ
の
レ
ス
ト

ラ
ン
「
ラ
・
ス
テ
ラ
」
に
移
動
、
定
刻

よ
り
理
事
会
が
始
ま
っ
た
。

　

議
題
の
第
44
回
定
時
総
会
議
案
承

認
、平
成
25
年
度
運
営
基
本
方
針
（
案
）

承
認
、
平
成
24
年
度
事
業
報
告
お
よ
び

25
年
度
事
業
計
画
（
案
）
の
承
認
、
25

年
度
予
算
（
案
）
承
認
の
件
な
ど
を
行

い
、
理
事
会
終
了
後
に
は
、
懇
親
会
が

設
け
ら
れ
た
。

S
m

a
rt&

C
o J

a
p

o
n

株
式
会

社
（
ス
マ
ー
ト 

ア
ン
ド 

コ
ー 

ジ
ャ

ポ
ン
）

営
業
品
目
「
体
験
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
の

販
売
」

印刷博物館の「プロローグ」で見学する理事の方々

特
色
「
世
界
Ｎ
Ｏ
・
1
の
体
験
カ
タ
ロ

グ
ギ
フ
ト
の
会
社
」

◉
会
社
代
表
者
・
会
員
代
表
者
＝
代
表

取
締
役　

ク
ラ
イ
・
エ
ル
ヴ
ェ
・
パ
ト

リ
ッ
ク
／
連
絡
担
当
者
・
教
育
担
当
者

＝
企
画
管
理
部
長　

中
澤 

茂	

住
所
／
〒
１
０
５
�０
０
１
１
東
京
都

港
区
芝
公
園
３
�６
�22 J.C

.

ビ
ル

２
Ｆ	

電
話
０
３
�６
７
２
１
�５
６
７
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
�６
７
２
１
�５
６
７
１

タ
イ
ヘ
イ
株
式
会
社

営
業
品
目
「
チ
ラ
シ
等
印
刷
物
に
関
わ

る
全
て
の
印
刷
・
加
工
・
納
品
」

◉
会
社
代
表
者
＝
代
表
取
締
役　

折
原

秀
則
／
会
員
代
表
者
＝
取
締
役
事
業
部

長　

小
川 

淳
／
連
絡
担
当
者
・
教
育

担
当
者
＝
総
務
部
課
長　

花
田
隆
幸

住
所
／
〒
２
８
９
�２
１
４
４
千
葉
県

匝
瑳
市
八
日
市
場
イ
２
６
１
４

／
〒
２
７
２
�０
０
１
５
市
川
市
鬼
高

３
�30
�18		


電
話
０
４
７
�３
７
８
�３
３
０
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
７
�３
２
０
�３
２
６
６

株
式
会
社
パ
ル
デ
ィ
ア

営
業
品
目
「
店
頭
広
告
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
企
画
制
作
・
プ
レ
ゼ
ン
ト
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
事
務
局
請
負
」

特
色
「
店
頭
に
特
化
し
た
企
画
制
作
・

運
営
会
社
。
店
頭
で
実
施
さ
れ
て
い
る

プ
レ
ゼ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
「
キ
ャ
ン
サ
索
」
を
オ
リ
ジ
ナ

ル
で
運
営
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
応
募
ア
プ

リ
「
パ
ル
な
び
」
応
募
を
サ
ー
ビ
ス
展

開
し
て
い
る
」

◉
会
社
代
表
者
・
会
員
代
表
者
・
教

育
担
当
者
＝
代
表
取
締
役　

中
沢 

敦

／
連
絡
担
当
者
＝
企
画
営
業
部
マ
ネ

ジ
ャ
ー　

大
川
祐
介

住
所
／
〒
１
０
５
�０
０
０
４
東
京
都

港
区
新
橋
３
�４
�10
新
橋
企
画
ビ
ル

デ
ィ
ン
グ
４
Ｆ		
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凸版印刷にて 

「定例理事会 開く」
印刷博物館などを見学

ＪＰＭ協会
３月度 

新入会員社　紹介
（入会申込順）

編     集    後     記

　東京での桜は３月16日開花、22日には満
開と、観測史上2番目の早さで、すでに葉桜に
なりつつあるなか始まった４月新年度。どこか
暦が季節を追いかけていく感じになっています
が、この「先へ」「先へ」という感覚は落ちつか
ないものです。今、「いつやるか。今でしょ！」
というCMコピーが注目されていますが、確か
に「今やるから意味がある」「先延ばしするな」
といった発破が、ここにはあります。新年度、
「やるのは、今でしょ！」の気持充実のときを
生かして取り組みたいものです
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今年はもう愛でてしまった東京の桜の名所、千鳥ヶ淵の桜。


